
第

９

分

科

会 

技

術

・

職

業

教

育

2
0

1
6

 
技

術

・

職

業

教

育

の

実

践 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工

藤 

英

太

郎 

一 

は

じ

め

に 

  

本

分

科

会

は

中

学

・

技

術

教

育

と

高

校

職

業

教

育

（

農

業

・

工

業

・

商

業

・

水

産

な

ど

）

の

参

加

者

で

構

成

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

今

回

の

参

加

者

は

少

数

で

あ

っ

た

の

で

、

一

日

と

し

た

。

共

同

研

究

者

の

倉

部

氏

、

上

原

氏

、

町

井

氏

、

司

会

者

の

樋

上

氏

、

工

藤

氏

の

他

に

商

業

科

よ

り

芦

別

高

校
・
佐

藤

氏

、
工

業

科

よ

り

小

樽

工

業

高

校
・
清

水

氏

、

江

差

北

中

学

校

・

内

糸

氏

。

富

良

野

緑

峰

高

校

よ

り

横

江

さ

ん

が

参

加

し

て

く

れ

ま

し

た

。

 

 

研

究

課

題

は

 

（

一

）

 

技

術

・

職

業

教

育

を

め

ぐ

る

状

況

 

①

 

生

徒

を

取

り

巻

く

状

況

（

学

習

・

生

活

・

進

路

）

 

②

 

教

育

条

件

の

整

備

と

北

海

道

の

教

育

政

策

 

③

 

学

校

間

・

地

域

と

の

連

携

 

④

 

キ

ャ

リ

ア

教

育

と

技

術

・

職

業

教

育

 

（

二

）

 

 

①

中

学

校

の

教

育

実

践

（

技

術

科

）

 

 

②

高

等

学

校

の

教

育

実

践

（

専

門

学

科

・

総

合

学

科

・

普

通

科

）

 

 

③

職

業

教

育

・

職

業

訓

練

と

学

力

保

障

 

④

学

習

指

導

要

領

と

教

育

課

程

の

編

成

 

  



 
二 
レ

ポ

ー

ト

報

告 

 

１ 

工

業

高

校

が

地

域

と

結

び

つ

く

た

め

に

 

～

夏

休

み

オ

モ

シ

ロ

電

気

教

室

～

 

 
 

 

北

海

道

旭

川

工

業

高

等

学

校

定

時

制 

樋

上 

諭

 

  

前

任

校

の

富

良

野

緑

峰

と

違

い

、
修

理

品

の

回

収

に

苦

慮

し

て

い

た

が

、

昨

年

度

か

ら

旭

川

市

環

境

部

と

の

接

続

に

成

功

し

た

。

今

年

度

も

６

月

に

「

み

ん

な

で

学

ぼ

う

！

あ

さ

ひ

か

わ

環

境

フ

ェ

ス

タ

」

と

い

う

旭

川

主

催

の

イ

ベ

ン

ト

に

「

お

も

ち

ゃ

の

修

理

屋

さ

ん

」

と

い

う

形

で

参

加

す

る

予

定

だ

っ

た

。

主

催

は

旭

川

市

で

、

協

力

に

旭

川

工

業

定

時

制

の

他

に

株

式

会

社

タ

カ

ラ

ト

ミ

ー

、

お

も

ち

ゃ

の

ヨ

シ

ダ

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

も

り

ね

っ

と

北

海

道

、

旭

川

ウ

チ

ダ

ザ

リ

ガ

ニ

防

除

隊

で

あ

る

。

今

年

度

は

行

事

が

重

な

り

不

参

加

と

な

っ

た

が

、

こ

の

よ

う

な

つ

な

が

り

を

大

切

に

し

た

い

と

樋

上

氏

は

述

べ

て

い

る

。

 

 

道

新

文

化

セ

ン

タ

ー

か

ら

夏

休

み

に

科

学

教

室

の

依

頼

が

あ

っ

た

。

小

学

校

高

学

年

対

象

で

旭

川

西

武

百

貨

店

Ａ

館

８

階

で

の

実

施

と

な

っ

た

。

時

間

は

２

時

間

。

依

頼

者

か

ら

は

「

電

気

パ

ン

」

の

作

成

を

お

願

い

さ

れ

た

が

、

そ

れ

だ

け

と

い

う

わ

け

に

は

い

か

な

い

。

ま

ず

は

静

電

気

の

実

験

を

す

る

。

次

に

直

流

に

つ

い

て

考

え

て

も

ら

う

。

手

回

し

発

電

機

を

使

っ

て

、

抵

抗

の

勉

強

を

す

る

。

ま

た

ペ

ル

チ

ェ

素

子

を

使

っ

て

、

発

電

・

冷

却

・

発

熱

を

学

び

、

こ

れ

ら

を

踏

ま

え

て

本

題

に

入

る

。

 

 

今

回

の

準

備

に

際

し

て

は

実

験

用

具

や

ペ

ル

チ

ェ

素

子

の

買

い

足

し

を

道

費

で

行

っ

た

。

当

日

使

用

す

る

道

具

は

道

新

文

化

セ

ン

タ

ー

で

用

意

し



て

く

れ

た

。

 

当

日

は

手

伝

っ

て

く

れ

た

生

徒

が

２

年

生

２

名

３

年

生

１

名

と

小

学

生

の

参

加

が

１

５

名

。

電

気

パ

ン

を

焼

い

て

い

る

間

に

は

静

電

気

の

実

験

や

ペ

ル

チ

ェ

素

子

に

よ

る

発

電

を

体

験

さ

せ

た

が

概

ね

良

好

で

あ

っ

た

。

 

 

今

回

の

イ

ベ

ン

ト

が

終

わ

り

総

括

を

す

る

と

、

や

は

り

外

部

団

体

を

は

さ

む

と

費

用

面

・

準

備

・

広

報

が

楽

で

あ

る

こ

と

が

大

き

い

よ

う

だ

。

 

 

意

見

と

し

て

、「
外

部

と

の

や

り

と

り

に

つ

い

て

は

樋

上

氏

の

人

脈

に

よ

る

も

の

で

、
自

分

も

工

夫

し

て

人

脈

作

り

を

し

た

い

」
「

後

継

者

育

成

や

指

導

者

が

変

わ

っ

て

も

普

遍

的

に

活

動

を

続

け

る

方

法

は

？

」

な

ど

が

あ

っ

た

。

 

 

２ 

「

課

題

研

究

で

の

地

域

貢

献

」

 

 
 

 

北

海

道

小

樽

工

業

高

等

学

校 
 

 
清

水 

正

貴

 

 
 

初

任

校

で

５

年

。

２

校

目

で

４

年

。

そ

し

て

今

年

か

ら

小

樽

工

業

高

校

に

勤

務

と

な

っ

た

清

水

氏

。

工

業

高

校

に

勤

務

し

て

い

て

、

地

域

に

向

け

て

の

活

動

が

少

な

く

、

Ｐ

Ｒ

不

足

だ

な

と

感

じ

る

こ

と

も

あ

る

。

そ

こ

で

工

業

高

校

で

学

ん

だ

知

識

や

技

術

を

生

か

し

地

域

に

貢

献

し

て

い

く

こ

と

で

、

生

徒

の

成

長

に

繋

が

る

と

と

も

に

、

地

域

へ

の

Ｐ

Ｒ

に

も

な

る

と

考

え

、
課

題

研

究

で

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

続

け

て

き

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。 

前

任

校

で

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

ま

と

め

る

と

、

町

内

会

の

ご

み

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

製

作

や

近

隣

校

・

幼

稚

園

の

備

品

補

修

を

し

た

が

、

特

に

幼

稚

園

の

備

品

補

修

で

は

二

人

乗

り

三

輪

車

の

車

軸

の

補

修

を

実

施

。

タ

イ

ヤ

が

何

か

に

ぶ

つ

か

っ

て

曲

が

っ

た

こ

と

が

原

因

だ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

修

理

を

す

る

と

幼

稚

園

か

ら

は

「

予

算

も

少

な

く

修

理

す

る

余

裕

が

な

い



為

、

助

か

り

ま

す

」

と

感

謝

さ

れ

、

生

徒

も

充

実

感

に

満

ち

た

よ

う

で

あ

る

。

こ

の

経

験

を

今

年

度

は

転

勤

し

た

小

樽

工

業

高

校

で

も

生

か

し

た

い

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。

 

小

樽

工

業

高

校

で

は

清

水

氏

の

生

ま

れ

故

郷

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

中

学

時

代

に

お

世

話

に

な

っ

た

恩

師

と

連

絡

を

取

り

、

依

頼

を

促

し

た

そ

う

で

あ

る

。

恩

師

か

ら

は

陸

上

競

技

場

の

観

客

席

か

ら

ト

ラ

ッ

ク

に

降

り

る

た

め

の

階

段

を

製

作

し

た

。

前

任

校

と

違

い

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

対

す

る

姿

勢

が

非

常

に

あ

る

の

で

、

こ

の

よ

う

な

活

動

が

継

続

で

き

る

と

確

信

し

た

と

清

水

氏

は

ま

と

め

て

い

る

。

 

樋

上

氏

か

ら

は

、
「

道

新

文

化

セ

ン

タ

ー

と

の

連

携

は

有

効

で

あ

る

の

で

、
取

り

組

ん

で

み

て

欲

し

い

」
と

の

意

見

や

倉

部

氏

か

ら

は
「

ラ

ジ

オ

、

新

聞

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

活

用

し

て

み

て

は

ど

う

か

」

と

い

う

意

見

も

出

さ

れ

た

。

町

井

氏

か

ら

は

「

成

果

と

し

て

の

認

識

と

振

り

返

り

を

大

切

に

し

て

、

サ

ー

ビ

ス

ラ

ー

ニ

ン

グ

を

課

題

研

究

の

授

業

と

し

て

取

り

組

ん

で

欲

し

い

」

と

ま

と

め

た

。

 

 

３ 

ビ

ジ

ネ

ス

英

語

の

取

り

組

み

 

 
 

 

北

海

道

芦

別

高

等

学

校 
 

 
 

佐

藤 

琢

磨

 

 

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

で

は

ビ

ジ

ネ

ス

英

語

を

学

ぶ

機

会

が

あ

る

。

こ

れ

ま

で

に

英

語

を

学

ぶ

機

会

は

、

学

習

指

導

要

領

の

最

近

３

回

の

改

訂

を

見

る

と

科

目

「

英

語

実

務

」

か

ら

科

目

「

ビ

ジ

ネ

ス

基

礎

」
、

そ

し

て

科

目

「

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

」

に

変

遷

し

て

い

る

。

全

商

協

会

主

催

の

英

語

検

定

も

存

在

す

る

。

商

業

科

と

し

て

の

英

語

の

必

要

性

は

あ

る

と

認

識

で

き

る

が

、

英

語

を

積

極

的

に

教

え

た

い

と

い

う

商

業

科

教

員

は

少

な

い

。



佐

藤

氏

の

レ

ポ

ー

ト

で

は

英

語

科

、

Ａ

Ｌ

Ｔ

の

協

力

、

連

携

を

得

な

が

ら

「

ア

メ

リ

カ

の

A
m

a
z

o
n

か

ら

商

品

を

買

っ

て

み

よ

う

」

と

い

う

授

業

を

通

し

て

生

徒

が

英

語

を

学

ぶ

と

い

う

取

り

組

み

を

ま

と

め

て

い

る

。 

 

昨

年

度

は

一

人

で

担

当

し

て

い

た

が

、

今

年

は

英

語

科

の

協

力

と

Ａ

Ｌ

Ｔ

の

協

力

を

得

て

い

る

。

ビ

ジ

ネ

ス

英

会

話

の

箇

所

は

英

語

科

の

先

生

に

進

め

て

も

ら

い

、

後

半

の

ア

メ

リ

カ

の

A
m

a
z

o
n

か

ら

商

品

を

購

入

は

佐

藤

氏

が

担

当

し

役

割

を

分

担

し

て

い

る

。

佐

藤

氏

が

提

唱

す

る

こ

の

授

業

の

目

的

は

、

 

①

今

ま

で

習

っ

た

英

語

を

実

際

に

使

う
 

 

②

取

引

の

中

で

使

わ

れ

る

英

語

の

単

語

を

学

び

、

サ

イ

ト

の

内

容

を

理

 
 

解

す

る

。

 

 

③

為

替

を

学

び

、

内

外

価

格

差

を

利

用

し

た

商

業

を

学

ぶ

。

 

 

④

取

引

し

た

商

品

の

決

済

・

カ

ー

ド

に

つ

い

て

学

ぶ

。
 

 

の

４

点

で

あ

る

。

 

 

昨

年

は

、

独

自

で

作

成

し

た

テ

キ

ス

ト

を

通

し

て

A
m

a
z

o
n

の

取

引

を

模

索

し

た

が

、

今

年

度

は

美

唄

の

人

材

開

発

セ

ン

タ

ー

で

接

客

英

語

の

講

座

が

あ

り

、

そ

の

講

座

の

先

生

か

ら

の

ア

ド

バ

イ

ス

で

有

効

な

内

容

に

な

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

内

外

価

格

差

の

重

要

性

を

考

え

た

教

材

の

反

応

が

思

っ

た

よ

り

興

味

を

示

さ

な

い

な

ど

の

苦

労

も

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

 

 
 

佐

藤

氏

は

ま

と

め

と

し

て

、

実

生

活

に

密

着

し

た

英

語

を

学

ば

せ

る

必

要

性

を

説

い

て

い

る

。

ま

た

英

語

を

学

ば

せ

る

に

は

そ

れ

な

り

の

お

金

が

か

か

り

、

公

教

育

の

な

か

で

豊

か

に

英

語

を

学

べ

、

英

語

が

使

え

る

人

が

増

え

る

よ

う

に

な

れ

ば

と

述

べ

て

い

る

。

 

 



 
４ 
北

海

道

に

存

在

し

た

「

第

二

工

業

学

校

」

に

つ

い

て

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～

商

業

教

育

不

要

論

と

絡

め

て

～

 

 
 

 
北

海

道

岩

見

沢

東

高

等

学

校 
 

倉

部 

静

雄

 

 
 

倉

部

氏

は

、

前

任

校

の

函

館

商

業

高

校

在

勤

中

に

同

校

Ｏ

Ｂ

で

も

あ

る

先

輩

教

師

か

ら

、

函

館

商

業

は

「

第

二

工

業

学

校

」

と

な

ら

な

か

っ

た

道

内

唯

一

の

商

業

学

校

で

あ

る

と

い

う

話

を

聞

く

。「
第

二

工

業

学

校

」

と

は

１

９

４

３

年

１

０

月

１

２

日

に

閣

議

決

定

さ

れ

た

「

教

育

に

関

す

る

戦

時

非

常

措

置

方

策

」

に

基

づ

き

、

１

９

４

４

年

よ

り

男

子

商

業

学

校

を

１

府

県

１

校

と

し

て

、

そ

れ

以

外

の

商

業

学

校

は

、

工

業

学

校

、

農

業

学

校

、

女

子

商

業

学

校

に

転

換

す

る

か

廃

校

し

た

政

府

政

策

の

こ

と

で

あ

る

。

こ

こ

で

は

「

商

業

高

校

不

要

論

」

を

頻

繁

に

耳

に

す

る

が

そ

れ

を

実

際

に

具

体

化

し

、

北

海

道

に

か

つ

て

存

在

し

た

「

第

二

工

業

学

校

」

に

つ

い

て

ま

と

め

る

。

 

１

９

３

６

年

か

ら

１

９

５

５

年

ま

で

の

北

海

道

を

中

心

と

し

た

商

業

教

育

に

つ

い

て

説

明

す

る

。

 

１

９

３

７

年

頃

 

全

国

商

業

学

校

協

会

に

文

部

大

臣

通

達

と

し

て

、

商

業

教

育

の

目

的

を

「

功

利

的

観

念

を

是

正

し

て

産

業

報

国

の

新

年

に

生

く

る

の

気

魄

を

涵

養

す

る

こ

と

」

と

示

す

 

１

９

４

１

年

 
 

北

海

道

の

商

業

学

校

が

１

４

校

と

な

る

。

 

１

９

４

３

年

 
 

「

教

育

に

関

す

る

戦

時

非

常

措

置

方

策

」

閣

議

決

定

 

 
 

 
 

 
 

 

勤

労

動

員

を

「

教

育

実

践

の

一

環

」

と

し

て

、
「

在

学

期

間

中

１

年

に

つ

き

、

概

ね

３

分

の

１

相

当

期

間

」



の

実

施

を

課

す

こ

と

と

な

っ

た

。

 
こ

れ

に

よ

り

、

全

国

の

商

業

学

校

は

、

１

９

４

３

年

４

６

８

校

か

ら

、

１

９

４

４

年

４

月

に

は

、
１

０

１

校

に

激

減

す

る

。
庁

立
（

現

在

の

道

立

）

商

業

学

校

の

転

換

に

つ

い

て

 

 

①

北

海

道

庁

立

小

樽

商

業

学

校

→

北

海

道

庁

立

小

樽

第

二

工

業

学

校

 

 

②

北

海

道

庁

立

旭

川

商

業

学

校

→

北

海

道

庁

立

旭

川

第

二

工

業

学

校

 

 

③

北

海

道

庁

立

室

蘭

商

業

学

校

→

北

海

道

庁

立

室

蘭

第

二

工

業

学

校

 

④

北

海

道

庁

立

根

室

商

業

学

校

→

北

海

道

庁

立

根

室

中

学

校

 

北

海

道

庁

立

函

館

商

業

学

校

の

み

存

続

す

る

。

 

１

９

４

６

年

 

転

換

前

の

商

業

学

校

に

再

転

換

。

 

（

戦

争

が

終

わ

っ

た

こ

と

に

よ

る

）

 

 

こ

の

よ

う

に

戦

争

に

よ

り

商

業

教

育

が

翻

弄

さ

れ

た

こ

と

が

分

か

る

。

第

二

工

業

学

校

と

な

ら

な

か

っ

た

函

館

商

業

高

校

で

も

、

１

９

４

４

年

当

時

の

校

長

が

「

出

で

て

は

皇

軍

幹

部

、

入

り

て

は

大

東

亜

経

済

建

設

の

担

当

者

た

る

べ

き

有

為

な

皇

国

青

年

の

、
、
」

と

述

べ

、

戦

時

体

制

遂

行

の

た

め

の

商

業

教

育

と

な

っ

て

い

っ

た

。

敗

戦

後

は

学

校

教

育

法

で

は

あ

く

ま

で

も

国

家

の

た

め

で

は

な

く

、

個

人

の

た

め

の

教

育

が

目

標

と

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

１

９

５

０

年

の

高

等

学

校

学

習

指

導

要

領

商

業

科

編

（

試

案

）

で

も

国

家

の

た

め

の

教

育

で

は

な

く

、

国

民

あ

っ

て

の

国

家

で

あ

り

、

平

和

国

家

の

建

築

者

た

れ

と

い

う

教

育

方

針

で

あ

っ

た

と

い

え

る

。

 

 

倉

部

氏

は

函

館

商

業

高

校

を

離

任

す

る

に

あ

た

り

、
在

校

生

に

対

し
「

か

つ

て

、

エ

リ

ー

ト

と

言

わ

れ

る

愚

か

な

者

た

ち

が

国

策

を

誤

っ

た

中

で

、

函

商

は

先

の

戦

時

中

に

北

海

道

で

唯

一

「

第

二

工

業

学

校

」

に

な

ら

な

か

っ

た

高

校

で

あ

る

こ

と

に

誇

り

を

持

つ

と

と

も

に

、

諸

先

輩

方

の

努

力

を



後

輩

に

つ

な

げ

て

欲

し

い

」

と

い

う

挨

拶

を

し

て

い

る

。

 

 

商

業

教

育

は

平

和

の

証

で

あ

る

。

平

和

で

あ

る

か

ら

こ

そ

、

他

国

と

の

貿

易

が

行

わ

れ

、

商

業

・

経

済

が

活

性

化

す

る

の

で

あ

る

。

現

在

言

わ

れ

て

い

る

「

商

業

教

育

不

要

論

」

は

、

歴

史

が

再

び

繰

り

返

す

こ

と

と

な

ら

な

い

か

危

惧

を

し

て

い

る

。

日

本

国

憲

法

の

前

文

に

あ

る

よ

う

に

「

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

起

こ

る

こ

と

の

な

い

や

う

」

に

、

現

在

の

風

潮

で

あ

る

「

国

民

あ

っ

て

の

国

家

」

か

ら

「

国

家

あ

っ

て

の

国

民

」

と

い

う

国

粋

主

義

的

な

思

考

か

ら

、

改

め

て

個

人

が

大

切

に

さ

れ

平

和

国

家

を

存

続

さ

せ

る

よ

う

な

人

間

を

育

て

て

い

き

た

い

と

ま

と

め

て

い

る

。

 

 
 

５ 

「

大

切

に

す

る

べ

き

こ

と

」

 

 
 

～

楽

し

い

こ

と

と

、

で

き

る

こ

と

、

わ

か

る

こ

と

～

 

 
 

 
 

 
 

厚

沢

部

町

厚

沢

部

中

学

校 

内

糸 

俊

男

 

 

授

業

の

「

楽

し

さ

」

と

「

わ

か

り

や

す

さ

」
、

こ

の

二

つ

を

組

み

合

わ

せ

る

と

内

糸

氏

は

「

わ

か

り

や

す

さ

」

よ

り

も

「

楽

し

さ

」

を

優

先

し

た

実

践

を

し

つ

つ

、
「

わ

か

り

や

す

さ

」
「

で

き

る

よ

う

に

な

る

こ

と

」

を

強

く

意

識

し

て

行

っ

て

き

た

工

夫

を

い

く

つ

か

紹

介

す

る

。

 

全

国

学

力

学

習

状

況

調

査

が

平

成

１

９

年

に

始

ま

っ

て

以

来

、

学

校

の

中

で

は

高

得

点

を

あ

げ

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

、
「

わ

か

る

こ

と

」
「

で

き

る

こ

と

」

が

必

要

で

あ

る

の

は

当

た

り

前

で

あ

る

こ

と

を

求

め

ら

れ

て

い

る

と

述

べ

て

い

る

。

か

つ

て

、

内

糸

氏

が

仮

説

実

験

授

業

の

提

唱

者

で

あ

る

板

倉

聖

宣

氏

の

著

書

を

読

む

中

で

「

楽

し

い

け

ど

わ

か

ら

な

い

授

業

」

を

求

め

て

い

く

べ

き

と

い

う

考

え

方

に

衝

撃

を

受

け

た

と

い



う

。

荒

れ

た

学

校

の

中

で

、

受

験

に

直

接

関

わ

ら

な

い

技

術

の

授

業

を

受

け

持

つ

に

は

「

楽

し

さ

」

を

優

先

し

た

の

で

あ

る

。
「

芸

能

教

科

」

と

い

わ

れ

る

教

科

だ

か

ら

こ

そ

「

楽

し

さ

」

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

た

と

述

べ

て

い

る

。

そ

の

一

部

を

紹

介

す

る

。

 

 

１

 

火

お

こ

し

の

道

具

と

技

術

と

技

能

と

科

学

 

 

２

 

仮

説

実

験

授

業

に

つ

い

て

 

 

３

 

技

術

入

門

の

構

成

 

 

４

 

十

四

年

間

の

蓄

積

と

変

遷

～

授

業

書

の

「

演

奏

者

」

と

し

て

～

 

他

に

も
「

自

由

電

子

が

見

え

た

ら

な

ら

」「
電

子

レ

ン

ジ

と

電

磁

波

」「
爆

発

」

な

ど

の

仮

説

実

験

授

業

の

授

業

書

や

授

業

プ

ラ

ン

を

指

導

計

画

の

中

に

位

置

づ

け

て

実

施

し

て

い

る

。

 

 

一

方

で

楽

し

い

だ

け

で

い

い

の

か

？

と

い

う

思

い

も

あ

り

、

技

能

の

習

得

に

つ

い

て

も

様

々

な

工

夫

を

し

て

き

た

。

 

 

１

 

進

度

差

を

埋

め

る

た

め

の

題

材

（

ひ

も

へ

び

）

 

 

２

 

牛

乳

パ

ッ

ク

を

利

用

し

た

和

風

ペ

ン

立

て

 

 

３

 

木

材

を

活

用

し

た

レ

イ

ン

ボ

ー

ス

テ

ィ

ッ

ク

（

玩

具

）

 

 

技

術

・

家

庭

科

が

男

女

別

学

で

、

現

在

よ

り

も

は

る

か

に

多

い

時

数

で

授

業

が

行

わ

れ

て

い

た

時

代

、
木

材

加

工

で

箱

や

椅

子

を

作

成

し

た

。

当

時

を

考

え

る

と

紙

工

作

や

玩

具

の

製

作

に

疑

問

を

持

た

ざ

る

を

得

な

い

。

時

数

の

保

障

や

子

ど

も

の

取

り

巻

く

生

活

状

況

の

変

化

な

ど

変

わ

っ

て

き

た

。
遊

び

一

つ

取

り

上

げ

て

も
「

作

っ

て

遊

ぶ

時

代

」
か

ら
「

買

っ

て

遊

ぶ

時

代

」

へ

変

化

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

状

況

に

対

応

し

な

が

ら

適

切

な

教

育

課

程

を

編

成

し

て

い

く

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

 

ま

た

製

作

を

通

し

て

、

企

画

計

画

を

具

現

化

し

、

そ

の

過

程

で

創

意

工

夫

を

学

び

、

技

能

を

体

得

す

る

教

科

が

技

術

・

家

庭

科

で

あ

り

、

も

の



づ

く

り

教

育

の

原

点

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

。

 

 
主

題

で

あ

る

「

楽

し

さ

」

と

「

わ

か

り

や

す

さ

」

で

い

え

ば

、

内

糸

氏

は

少

な

く

と

も

教

え

る

側

と

し

て

、

教

え

る

中

身

に

対

し

て

楽

し

さ

を

感

じ

な

が

ら

授

業

を

作

っ

て

い

く

の

は

当

然

求

め

ら

れ

る

べ

き

と

考

え

て

い

る

。

一

方

で

板

倉

氏

は

「

自

分

が

楽

し

く

な

い

の

に

わ

か

っ

て

し

ま

う

」

と

い

う

の

は

、

人

間

改

造

‐

悪

し

き

人

間

改

造

で

も

っ

と

も

い

け

な

い

と

述

べ

て

い

る

。

つ

ま

り

「

楽

し

く

な

い

が

、

わ

か

る

」

と

い

う

の

は

人

権

侵

害

だ

と

い

う

の

で

あ

る

。
ま

た
「

わ

か

っ

て

楽

し

い

」

と

い

う

の

は

非

常

に

完

結

的

で

あ

る

が

「

わ

か

ら

な

く

て

楽

し

い

」

の

は

神

秘

的

で

あ

る

。

つ

ま

り

「

わ

か

る

」

と

い

う

こ

と

の

理

解

の

し

か

た

に

よ

っ

て

変

わ

っ

て

く

る

の

だ

と

い

う

。
改

め

て
「

楽

し

さ

」
「

わ

か

り

や

す

さ

」

を

求

め

て

授

業

を

改

善

し

た

い

と

述

べ

て

い

る

。

 

 

６ 

１

６

年

度

「

課

題

研

究

ふ

る

さ

と

班

」

の

取

り

組

み

 

  
 

 

北

海

道

福

島

商

業

高

等

学

校 

工

藤 

英

太

郎
 

 

 

科

目

「

課

題

研

究

」

に

つ

い

て

の

報

告

。

工

藤

氏

は

昨

年

に

続

き

、

地

域

と

の

か

か

わ

り

も

増

え

て

き

た

中

で

「

観

光

企

画

」

と

小

中

高

一

貫

ふ

る

さ

と

キ

ャ

リ

ア

教

育

研

究

指

定

校

を

踏

ま

え

た

「

課

題

研

究

ふ

る

さ

と

班

」

の

担

当

と

な

る

。

今

年

度

は

ま

ず

、

地

域

ふ

る

さ

と

応

援

隊

の

川

端

氏

か

ら

「

は

こ

だ

て

地

域

政

策

ア

イ

デ

ィ

ア

コ

ン

テ

ス

ト

」

募

集

の

依

頼

を

受

け

参

加

と

な

っ

た

。

昨

年

度

は

「

冬

に

花

火

大

会

」

「

千

軒

そ

ば

」
を

題

材

に

し

た

企

画

、
「

ホ

タ

ル

」
に

つ

い

て

の

企

画

を

取

り

上

げ

よ

う

と

し

た

が

、

今

年

度

は

地

域

経

済

分

析

シ

ス

テ

ム

Ｒ

Ｅ



Ｓ

Ａ

Ｓ

を

活

用

し

た

イ

ベ

ン

ト

企

画

を

生

徒

と

考

え

る

こ

と

と

し

た

。

ち

な

み

に

「

は

こ

だ

て

政

策

ア

イ

デ

ィ

ア

コ

ン

テ

ス

ト

」

は

教

育

局

や

北

海

道

が

主

催

す

る

コ

ン

テ

ス

ト

と

異

な

り

、
賞

金

が

出

る

こ

と

や
「

協

力

」
「

後

援

」
「

サ

ポ

ー

ト

企

業

」
「

協

賛

企

業

」

を

合

わ

せ

る

と

５

６

団

体

に

も

な

る

規

模

の

大

き

い

コ

ン

テ

ス

ト

で

あ

る

。

参

加

と

い

っ

て

も

一

次

審

査

を

通

過

し

な

け

れ

ば

最

終

プ

レ

ゼ

ン

ま

で

い

け

な

い

が

、

な

ん

と

か

最

終

プ

レ

ゼ

ン

ま

で

残

る

こ

と

が

出

来

た

。

 

 

今

回

の

内

容

は
「

夏

は

ホ

タ

ル

と

相

撲

」
「

冬

は

か

ま

く

ら

と

ち

ゃ

ん

こ

鍋

」

で

盛

り

上

げ

る

と

い

う

案

を

ま

と

め

た

。

福

島

商

業

高

校

の

課

題

研

究

発

表

会

が

１

２

月

下

旬

で

あ

る

が

、

コ

ン

テ

ス

ト

が

１

０

月

下

旬

と

い

う

こ

と

で

、

夏

休

み

か

ら

取

り

組

ん

だ

内

容

を

披

露

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

結

果

は

優

秀

ア

イ

デ

ィ

ア

賞

を

い

た

だ

い

た

が

、

審

査

員

か

ら

は
「

ア

ン

ケ

ー

ト

の

サ

ン

プ

ル

が

少

な

い

」
「

近

隣

町

村

と

の

連

携

が

必

要

」

な

ど

の

意

見

を

い

た

だ

い

た

。

 

福

島

商

業

高

校

の

課

題

研

究

は

、

工

藤

氏

の

前

々

任

校

の

様

似

高

校

と

異

な

り

、

通

年

で

の

調

査

研

究

が

で

き

な

い

。

加

え

て

、

２

単

位

続

き

で

の

授

業

が

困

難

ら

し

い

の

で

、
外

出

し

て

の

調

査

研

究

が

難

し

い

。

そ

の

よ

う

な

状

況

で

は

あ

る

が

、

今

年

度

は

横

綱

相

撲

記

念

館

の

副

館

長

で

あ

る

小

笠

原

佐

登

子

さ

ん

（

故

九

重

親

方

・

千

代

の

富

士

の

姉

）

の

ア

ド

バ

イ

ス

や

小

中

高

の

連

携

に

よ

り

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

こ

の

コ

ン

テ

ス

ト

後

に

は

３

社

の

新

聞

取

材

や

ラ

ジ

オ

出

演

な

ど

、

多

く

の

経

験

を

し

た

こ

と

は

生

徒

に

と

っ

て

も

い

い

思

い

出

だ

っ

た

と

思

う

。

 

こ

の

発

表

を

通

し

て

沼

田

町

ホ

タ

ル

の

会

や

森

の

名

人

笹

島

氏

と

の

か

か

わ

り

も

出

来

た

。

来

年

度

は

近

隣

町

村

と

の

連

携

を

深

め

た

い

と



考

え

て

い

る

。

 

 
終

わ

り

に

 

  

研

究

会

の

場

所

が

「

か

で

る

」

か

ら

「

札

幌

学

院

大

学

」

に

変

更

に

な

っ

て

３

年

目

。

参

加

が

困

難

に

な

る

心

配

が

あ

っ

た

が

、

例

年

通

り

の

参

加

人

数

で

あ

っ

た

。

学

生

の

参

加

が

去

年

同

様

な

か

っ

た

の

が

こ

れ

か

ら

の

課

題

で

あ

る

。

ま

た

高

校

の

職

業

科

は

商

業

や

工

業

・

農

業

だ

け

で

な

く

、

看

護

・

水

産

な

ど

多

岐

に

わ

た

る

が

、

参

加

者

が

な

か

っ

た

の

が

残

念

で

あ

る

。

他

の

分

科

会

と

の

セ

ッ

シ

ョ

ン

な

ど

参

加

者

を

増

や

す

工

夫

が

必

要

で

あ

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

 

 

町

井

氏

が

「

地

域

連

携

の

実

践

が

ど

れ

ほ

ど

浸

透

し

て

い

る

の

か

」

を

問

題

提

起

し

て

お

り

、「

中

学

教

育

に

お

け

る

技

術

科

教

育

に

つ

い

て

も

深

く

考

え

て

い

く

べ

き

」

と

述

べ

て

い

る

。

ま

た

受

験

勉

強

と

は

異

な

る

、

職

業

教

育

に

つ

い

て

の

考

察

を

組

合

と

し

て

政

策

提

言

す

る

べ

き

と

求

め

て

い

る

。
ま

た

上

原

氏

か

ら

は

久

し

ぶ

り

に

、
「

も

の

づ

く

り

」
教

育

に

つ

い

て

「

手

を

変

え

、

品

を

変

え

て

興

味

を

向

け

て

欲

し

い

」

と

の

ア

ド

バ

イ

ス

が

あ

っ

た

。

倉

部

氏

は

最

後

に

「

実

体

験

の

必

要

性

が

今

後

の

子

ど

も

た

ち

の

自

信

に

つ

な

が

る

」

と

ま

と

め

て

い

る

。

 


